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新潟市立 

紫竹山小学校 

児童数385名 

 

気付きや思いを生かした探究的な学習の推進 

１年生 活動名 「なかよしいっぱい がっこうたんけん」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も紫竹山小学校では，「地域のよさと，これからの社会を考え，主体的に行動する」子どもの

育成を目指しています。日常生活や体験活動を通して，子どもたちの中で湧き上がってくる気付きや疑

問・関心などを基に，自ら課題を見付け，解決する力を育てたいと考えています。前期前半までの各学

年の生活科や総合的な学習の時間における取組の様子をまとめました。今後ともご支援・ご協力をよろ

しくお願いいたします。 

 

 

  

 

 １回目は２年生と一緒に，２回目は１年生だけで学校の中を探検しました。今後は，学校で働く教

職員へインタビューを行い，関わりを深める活動を行っていきます。 

校長室のソファーは，

ふかふかだね。 

２３５号 

はじめまして，

よろしくね。 

２年生と

の出会い 

２年生に学校を

案内してもらっ

たよ。 

「チェッコリ」を教えてもらって，仲良くなれたよ。 

理科室には，見たことがない道具がたくさん

あるね。 

ここは先生が仕事を

する部屋だよ。 

先生の机がたくさん

あったよ。 学校探検 
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２年生 活動名「どきどきわくわく まちたんけん」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本の種類もいろいろあるし，ＣＤや新聞，コ

ンピューターもあるんだね。すごい。 

弁天橋の上から鳥屋野潟を見ると，よく

見えるね。たくさん車が通っているよ。 

【児童の感想】 

・紫竹山地区も米山地区も大通りはにぎやかだけど，道が変わると静かだなあと思った。 

・おうちや食べ物屋さんがたくさんあることに気付いた。 

・米山地区に住んでいるけれど，紫竹山地区には行ったことがなかったから，楽しかったし，どきどき

した。 

・ふりかえりをみんなでして，もう少し調べてみたいと思った。 

・コーヒー屋さんやパン屋さんを見付けたから，今度お家の人と行ってみたいと思った。 

 

【今後の活動】 

今回の町探検で子どもたちが興味をもったお店や施設について詳しく調べる予定です。9月にそれぞ

れのお店や施設へ伺って，インタビューをしてきます。そして，町探検で学んだことをまとめる予定で

す。 

 

お店がいろいろあるよ。医院

やクリニックもあるね。車の

お店も多いね。 

学校やマンシ

ョン，新しい

家も多かった

よ。紫竹山と

米山もなんと

なく違うね。 

いろんな年齢の人が利用しているんだね。 

赤ちゃんのための本もあるなんてびっくり。 

5月29日 

県立図書館へ 

６月９日 

米山地区へ 

６月５日 

紫竹山地区へ 
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３年生 活動名「鳥屋野潟の鳥や生き物に親しもう」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 今後の活動としては，秋に「探鳥会」を設定していますので，季節による野鳥の比較をして，より

詳しく調べていきます。また，その間には，「とやの物語２０２５」出前講座の講師の方々を迎え，

野鳥以外の鳥屋野潟に生息する生き物についても調べていきます。 

 最終的には，これらの活動を通して，地域の宝である「鳥屋野潟」について，生き物の生態を中心

にまとめていきます。 

 ４月２４日 味方 繁夫 様 

地域をよく知る，味方さんから鳥

屋野潟の生き物や，昔の様子などに

ついてお話をしていただきました。

鳥屋野潟についてもっと知りたいと

いう意識が高まりました。 

５月２９日 春の探鳥会 

（鳥屋野潟鐘木地区） 
双眼鏡を使って，遠くにいる

野鳥を教えていただきました。

また，見付けた鳥を望遠鏡で見

せていただきました。 

二つの活動を通して、野鳥について分かったことや調べたことをまとめる。 

探鳥会新聞 鳥屋野潟野鳥図鑑 
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学習のスタート 
 ３年生で学んだ鳥屋野潟には，防災のために使われ

る役割があることを知り，「防災とは何だろう。」

「どんな災害が起きていたのだろう。」という疑問か

ら，地域のことをよく知る味方さんに話をお聞きしま

した。 

 

  

４年生 活動名「防災のための安心・安全なまちづくりプロジェクト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

４月２４日 味方 繁夫 様 
 鳥屋野潟の遊水池としての役割や新潟で経験さ

れた災害のお話を聞き，鳥屋野潟の大切さや多く

の自然災害があったことを知りました。 

もっと災害に

ついて調べた

いな。 

災害が起きた時は，どの

ように避難したり生活し

たりするのかな。 

災害へはどんな備え

が必要なのかな。 

気になる！ 

 子どもたちの思いを受けて，自分がもっと知りたい災

害について，本やインターネットで調べてまとめたり，

調べたことを共有したりする活動をしました。 

地域の防災課題を解決するために・・・ 

○町内ごとの防災マップづくり 

○もっと調べたいテーマを追究学習 

○地域・お家の方へ向けた発表会 

などを，これからみんなで取り組んで

いこうと話し合っています。 

 

話を聞いて分かったことをまとめる 

 

 

【出てきた課題】 

・地域で起こりやすい災害は？ 

・安全な避難の仕方は？ 

・安全な場所は？ 

・避難所で必要なものは？ 

・避難所での生活の様子は？ 

調べ学習・話し合い 
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５年生 活動名 「自然教室」 
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「みんな笑顔」の自然教室にするために 

みんな笑顔で 協力できる 自然教室 

 活動班の役割ごとに分かれて準

備・練習をしました。セレモニー

やキャンプファイアの進行など，

セリフを考えて練習をしたり，野

外活動のルールなどをみんなに説

明する内容を考えたりと協力して

取り組みました。 

 

自然教室の活動の中での「みん

な」とはどんな人がいるのか，その

人たちが笑顔で過ごすために，でき

ることを具体的に考えました。学年

全体で意見を出し合った後に一人一

人ができることを考え，自然教室に

向けての意識を高めました。 

当日は，活動の進行や説明・運営をできる

だけ子どもたち自身が行いました。活動中も

活動後の後片付けなどでも一人一人が考えな

がら，積極的に行動する姿が見られました。 

＜児童の感想より＞ 
・私は，今まであまり人前で話さなかったので，少し緊張
したけれど役割を果たせてとても楽しかったです。これ
からもみんなの前で話すことにチャレンジしたいです。 

・５分前行動を意識して，時間を見て行動したり，周りの
友達に声を掛けたりすることができました。 

・みんなが笑顔で過ごすために相手の気持ちを考えたり，
感謝の気持ちを伝えたりすることができました。これか
らもこの気持ちを忘れずに進んでいろいろな人と話して
いきたいです。 

 自然教室を終えて，胎内の自然の
すばらしさを体験し，紫竹山と胎内の
魅力について比べながらレポートにま
とめました。また，活動を通して，友達
の気持ちを想像しながら自分で考え
て行動する力が育まれました。今後
は，福祉における「みんな笑顔」につ
いて考えを深めていきます。 
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６年生 活動名 「運動会を創ろう」「佐渡に学ぼう」 

 

 

 

 

 

 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 総合のキーワードは「思い」です。 

自分たちは行事を「どんな思い」をも

って計画・実行していくのか考え，話し

合いながら実現させていきました。 

佐渡のよさ・人々の「思い」を学ぼう! 

修学旅行後，自分で見付けた佐渡

で暮らす人の「思い」を友達と共有

しました。「楽しんでもらいたい・

また来てもらいたい」という思いか

ら，そのために取り組んでいること

にまで目を向けることができまし

た。 

 運動会を成功させるには，自分たちの強い「思い」が大

切だと気付きました。修学旅行で訪れる佐渡島を世界遺産

に導いた人々は，どんな「思い」をもっているのだろう？ 

みんなの「思い」を話し合って運動会を創ろう 

佐渡島の島の特徴や文化などを自分たちで調べ

たり，講師の先生から「佐渡島の金山」について

お話をしていただいたりしました。 

体験して佐渡のよさを学ぼう! 

 今後は地域の方々の生き方や仕事への「思い」をお

聞きして，自分たちのこれからの生き方について考え

る「未来へはばたけ」（キャリア教育）に取り組んで

いきます。将来への「思い」，どのようなことに取り

組んでいけばよいかなどを一人一人が思い描けるよ

う，さらに力を高めていきたいと思います。 

 今年の運動会は５年生と

一緒に創りました。話し合

いを重ね，練習を通して自

分たちの思いを実現させま

した。うまくいかないこと

もありましたが，努力を続

けたり，協力し合ったりす

ることで成功につながりま

した。 


